
ヒ
ケ
ーー
ヒ
シ

宗
一
泊
ハ
扶
卜
の
子
〉
の
訟
と
が
あ
る
。
附
犯
が
黒
島
に

遊
び
、
将
に
郎
ら
う
と
す
る
時
、
人
々
簡
を
吹
き
、

銭
剛山
の
吟
な
ど
う
た
う
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
題
税
を

採
る
。
闘
誌
の
授
何
に
よ
る
倣
仙
及
び
諸
凶
の
句
を

集
め
て
お
ろ
。

ヒ
ゲ
ア
ラ
ヒ
イ
ケ

箆
洗
池

江
泊
郡
篠
原
に
あ

っ
て
、
総
永
ご
年
初
躍
が
刷
州
際
貨
時
間
の
首
級
を
相
師
、

そ
の
P
話
路
そ
洗
う
た
目
別
で
あ
る
と
偲
へ
ら
れ
た
。
組

殺
到
三
州
志
に
、資
慌
の
髭
洗
他
は
後
人
の
賢
作
で
、

宇
治
の
凶
の
芝
の
烈
だ
と
し
て
ゐ
る
。

ヒ
ゲ
生
日
下
回

羽
咋
郡
熊
野
方
郷
に
臨
す
る

部
前
。

人
脂
山
編
。

京
菊
屋
太
兵
術
叡
。
閉
山
が
肥
後
に
行

一
保
な
ら
ば
河
内
庄
で
中
村
庄
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
と

即
し
た
折
の
紀
行
で
、
凡
蹟
等
の
附
A
H
も
縦
せ
て
あ

一
に
そ
の
後
に
む
か
れ
て
ゐ
る
村
列
・成
丸
・長
島
は
何

る
o
序
は
究
政
元
と
り
の
な
つ
刷
吏
o

一
れ
も
後
間
の
山
鳥
郷
に
邸
す
る
が
般
に
、
久
武
保
も

ヒ
サ
ギ
ξ

蕊
君

・
は
は
滞
間
前
凶
決
作
守
キ
行

一
同
郷
市
A

は
隣
接
の
中
村
郷
に
邸
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従

の
女
。
名
は
誠
剣
。
元
蔽
十
四
年
金
都
に
生
ま
れ
、

一
う
て
点
、
京
式
伺
泊
加
に
縦
せ
る
仁
治
二
年
三
且

H
一合

正
徳
四
年
前
閃
綱
紀
の
養
女
と
し
て
三
侠
限
公
繭
に

一
日
詐
定
の
文
に
、『
加
賀
川
M

吹
保
地
問
庄
町
四
郎
次
郎

総
し
、
次
い
で
三
候
従
治
の
叫
拍
子
と
な
っ
て
君
肢
を

一
行
方
』
と
見
え
る
吹
保
も
久
武
保
と
阿
じ
い
と
す
る

許
さ
れ
、
務
君
と
稽
し
た
が
、
手
保
四
年
三
月

H
凶

一
設
は
採
ら
な
い
。
炊
保
こ
そ
タ
ポ
保
で
、
河
内
庄
久

日
十
九
歳
を
以
て
夜
し
た
。
法
制
批
春
悦
院
。
京
都
配

一
保
村
に
話
。
、
中
村
正
久
武
保
と
は
加
の
・も
の
で
あ

山
寺
に
弊
ろ
。

一
ら
う
。

ヒ
ザ
ゴ
日
砂
子

町
シ
ベ
以
南
部
初
上
の
内
の
一

ヒ
サ
h
m
ナ
ガ
チ
カ
久
田
修
周

活
都
府
三
郎

・

小
字。

一
際
左
衛
門
・
一中
右
衛
門
。
草
保
十
九
年
父
平
永
の
拙

ヒ
サ
h
F

久
田

』
キ
ユ
ウ
デ
Y

久
加
。

↑
知
百
抗
十
石
そ
裂
ぎ
、波
御
納
戸
怒
行
・御
門
刷
所
奉
行

ヒ
ザ
h
m
ア
ツ
ノ
ロ
久
国
管
敬

泌

m
m左
衛
門
。
一
よ
り
次
第
に
持
逝
し
て
大
組
聞
に
京
・
り
、
天
明
二
年

父
は
点
右
衛
門
。
初
め
二
十
人
扶
持
荷
受
け
、
次
い
こ
白
石
宇
一
加
へ
、
抱
政
九
年
三
月
残
し
た
。

で
新
知
百
抗
十
石
と
な
り
、
平
保
十
一
年
女
の
也
知

一

ヒ
ザ
生
ナ
リ
ト
キ
久
田
演
時
も
と
坂
印
氏
。

三
百
抗
十
石
を
製
ぎ
、
御
M
M
姐
に
班
し
、
政
御
納
戸

一
久
間
椀
沈
の
指
嗣
子
と
な
ム
リ
、明
倫
欽
助
教
に
任
じ
、

潜
行
に
任
じ
、
延
苧
四
年
御
釧
工
率
行
を
縦
て
、
資

一
日
間
ら
前
川
利
副
の
侍
前
在
勤
め
、
次
い
で
金
保
滞
督

時
四
年
級
外
御
呑
聞
に
泌
み
、
六
年
四
月
十
四
日
七

一
日
と
な
り
、
附
後
各
校
に
剖
脱
線
を
的
制
。
、
明
治
八
年

十
三
蹴
を
以
て
裂
。

一
廷
に
前…
出
家
の
家
従
に
務
げ
ら
れ
た
が
、
年
七
十
に

ヒ
サ
主
ギ
ザ
ヱ
モ
ン
久
田
健
左
衛
門

孫
右
衛
一
及
ん
で
僻
去
し
た
。
大
正
出
年
七
M

J
I
日
夜
、
防
入

門
の
子
。
総
百
王
十
石
か
ら
七
百
石
に
池
み
、
元
利

一十

一。

元
年
大
坂
の
時
役
に
御
持
弓
耐
と
し
て
足
何
こ
十
只

一

を
準
ゐ
、
首
一
つ
を
得
た
。
関
川
町
元
年
授
。
そ
の
子

一

に
も
儀
左
衛
門
が
あ
る
。

一

ヒ
ザ
タ
ケ
ホ
久
武
保

石
川
紛
に
在
っ
た
。
祇

一

陀
寺
田
蹴
邸
永
ご
年
三
且
官

一
日
修
理
大
夫
判
部
に
、

一

『
寄
附
加
賀
閥
祇
陀
寺
岡
凶
久
武
保
内

田
地
鷲
町
捌

一

段
地
頭
験
車
。
』
又
悠
仁
二
年
十
且
朔
日
出
機
的円以
丸

一

利
釦
に
、
『
加
賀
凶
河
内
庄
祇
陀
寺
街
中
村
庄
久
武

一

保
、
村
井
之
内
、
井
成
丸
之
内
、
長
島
之
内
凹
地
等

一

之
原
。
』と
あ
る
久
武
係
は
、
加
賀
志
徴
に
之
を
ク
プ

一

ホ
と
制
ん
で
、
後
の
久
保
村
と
僻
し
て
ゐ
る
が
、
久

一

ヒ
コ

彦

臨
京
都
皆
且
の
百
姓
。
天
正
十
六
年

前
削
利
家
か
ら
扶
持
米
」
l
依
を
受
け
、
子
孫
刊
・4
山

廻
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

ピ
コ
ウ
ソ
ウ

備
荒
念
天
保
一
五
年
加
到
滞
が
詔

米
を
命
じ
て
凶
荒
の
用
に
供
し
た
際
、
務
総
に
も
十

村
組
侭
に
的
荒
合
を
起
さ
し
め
る
怠
が
あ
っ
た
が
、

日
時
財
界
の
形
勢
之
を
許
さ
な
か
っ
た
か
ら
、
翠
六

年
先
づ
削
抵
抗
に
の
み
之
を
建
設
せ
し
め
た
。
加
賀
能

安
部
小
松
・石
川
郡
松
任
・河
拍
郡
禅
師
、
能
脅
鹿
島

郡
大
町
・臥
至
郡
宇
出
棒
、組
中
磁
波
郡
六
家
・池
尻
、

射
水
郡
小
松
・下
村
・加
納
、
新
川
郡
三
目
前
・泊
・滑

川
の
十
=
τ
所
が
是
で
あ
る
。

ヒ
コ
ソ
ウ
マ
チ
彦
三
町

H
H
Y

金
梯
の
同
名
。

滞
政
中
は
都
べ
て
務
士
の
邸
で
、

一
番
ー
か
ら
七
番

了
ま
で
あ
っ
た
。
不
破
彦
三
及
び
同
姓
の
人
K

が
安

に
居
住
し
た
か
ら
、
夜
永
一
頃
ま
で
は
彦
三
殿
町
と
抑
制

し
、
後
に
彦
三
町
に
な
っ
た
。
但
し
彦
三
町
と
は
言

は
ず
、
彦
三
何
番
丁
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

ヒ
コ
タ
ロ
ウ
バ
生
ケ
彦
太
郎
畑

郷
に
回
す
る
部
昔
前
。

ヒ
ゴ
ノ
モ
ノ
肥
後
の
も
の

ヒ
サ
h
F

マ
ゴ
エ
モ
ン
久
田
町
時
右
衛
門

一
に
孫

十
郎
に
作
る
は
或
は
初
名
で
あ
ら
う
。
賂
波
乱用
子
に

於
い
て
前
川
利
家
に
仕
へ
た
時
に
は
品
開
六
十
石
で
あ

っ
た
。
子
孫
滞
に
附
閉
山
す
る。

ヒ
ザ
h
F

マ
サ
ト
ミ
久
田
方
認
沼
純
平
=
一・忠
兵

衛
・平
太
夫
o
w
H
政
十
年
交
忠
太
夫
怨
昭
の
也
知
百

抗
十
行
を
問
問
ぎ
、
御
府
廻
に
列
し
、
二
，
丸
御
腿
式
御

用
鐙
・御
近
間
献
血
す
に
任
じ
、
五
十
石
を
加
へ
、
安

保
七
年
間
間
し
た。

ヒ

サ

ノ

リ

久

則

加
到
の
万
工
。
高
蔵
久
則
と

切
る。

文
政

・
天
保
開
制
金
仰
に
佳
し
、
切
物
の
上
手

河
北
郡
笠
野

一
加
。
金
仰
の
制

六
九
八

で
あ
っ
た
。

ヒ
サ
ヤ
ス
久
安

石
川
郡
白
煙
庄
に
臨
す
ろ
部

落
。
白
山
耐
註
の
貸
殴
に
懸
っ
て
ゐ
た
鰐
口
に
、
『
永

正
九
年
壬
巾
問
卯
月
品目
三
日
大
工
久
安
住
人
間
時
間町駅

家
』
と
記
さ
れ
て
ゐ
た
o
w
λ
越
菅
賀
三
州
志
般
城
考

に
は
、
久
安
の
館
迩
に
就
い
て
『
在
二
百
四
世
正
久
安

村
領
4

土
人
は
之
を
回
附

mmと
呼
ぶ
。
今
は
比
一
也
鵠
v

倒
。
或
一
E
。
此
村
領
に
山
根
諜
お
下
第
在
て
、
川水石

這
成
の
別
艇
を
笹
〈
と
云
。
一
釦
に
、
此
地
に
義
終

笈
飾
松
と
て
在
し
が
、
紅
白
巾
約
仰
せ
り
。
』
と
あ

る
。
こ
L
に
務
前
と
い
ふ
は
、
家
明
の
こ
と
で
も
あ

ら
・、，か。

ヒ
サ
ヤ
ス
ウ
ヂ
久
安
氏

出
筏
家
的
に
、
出
健

介
羽
世
間
の
子
に
お
家
が
あ
り
、
自
家
の
弟
家
明
は
石

川
郡
h

円
安
に
位
し
た
。
放
に
時
人
之
を
久
安
岐
と
総

し
た
と
あ
る
。
泊
施
胞
に
、
久
安
村
の
館
は
土
人
之

を
包
棋
の
郎
と
い
ふ
o
M術
家
明
そ
の
子
家
元
例
鋭

い
で
袋
に
位
し
た
と
あ
る
。
白
山
富
班
般
講
中
吋記
録

に
、
疋
中
三
年
守
純
白
慨
家
明
が
あ
る
。

ヒ
サ
ヤ
ス
ジ
ヨ
ウ
久
安
一
被

石

川
部
久
安
に
在

っ
た
。
宮
地
論
長
手
元
年
十
二
且
高
尾
城
攻
附
の
僚

に
、
洲
崎
山
市
入
遊
間
且
鐙

・
河
合
際
左
衛
門
尉
貨
久
を

大
将
と
し
て
、
上
久
安
に
仮
に
襲
警
を
椛
へ
た
と
あ

る
臨
時
の
能
川
引
で
あ
る
。

ピ
サ
ン
眉
山

4
オ
ホ
サ
カ
ヤ
ピ
サ

y

大
仮

屋
周
山
。
ム
一
フ
タ
λ

イ
ジ
ヨ
ウ
村
削
翠
丈
。

ヒ
シ
コ
バ
ン
ギ
ン

菱
小
判
銀

』

ギ

y
カ

貨。
ヒ
ジ
ザ
ツ
ロ
ナ
飛
写
機
録
一
加
。
閥
取
畠
披

問
答
と
内
容
殆
ど
同
じ
〈
、
僅
か
に
こ
=
一
ゲ
僚
の
呉

研
そ
縦
せ
て
あ
る
許
り
で
あ
る
。

ヒ
シ
ネ
ガ
ハ
義
根
川

羽
咋
郡
中
山
領
の
山
谷

か
ら
統
出
で
、
大
島
領
で
海
に
註
「
。
統
鶴
一

O
粁 ま耳


